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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

    

本研究は、超臨界 CO2を圧入し低品位炭層からの炭層メタンガス増進回収を実施する場合におけ

る石炭の膨潤特性を実験的に調べ、その特性を数値モデルとして組み入れた数値シミュレーション

により炭層メタンガスの生産特性および CO2貯留特性を明らかにしたもので、地球温暖化防止およ

び資源開発工学上寄与するところが大きい。よって、本論文は博士（工学）の学位に値する者であ

ると認める。 


